
【様式１】

部局室名 課所名 担当名 連絡先 S44 -

成果指標

目標

実績

事
業
の
実
績

評価

今後の方向性

総合評価の説明
業務委託による点検や清掃などを行い、良好な保育環境を提供することができた。
また、修繕に対しては、優先順位をつけ計画的に修繕を行うことで適切な施設の維持管理に努めた。

今後の方向性（Action:改革改善）

今後の方向性 現状のまま継続

外部評価・包括外部監
査の指摘（概要）

次年度の取組内容 引き続き、法令に基づく点検や保育所の維持管理に係る業務委託、及び修繕を行い良好な保育環境の維持に努める。

上記に対する措置等

事業を実施した上で
の課題等

年々、老朽化が進行しており修繕が必要な場所が増えてきている。

総合評価 A（事業内容は適切である）

有
効
性

事業目的達成への繋がり

法令に基づく点検や清掃などの業務委託、さらには雨漏りの修繕等、良好な保育環境を維持するため必要な事業である。事業見直しの必要性

ニーズの傾向

効
率
性

活動量の成果 本事業で点検や清掃を行い良好な保育環境が維持できるよう努めてはいるが、建替えを行っていない保育所については経年劣化が進行
しており、将来的にはコスト増が見込まれる。
また、近年の社会情勢に伴うエネルギー価格の高騰により、さらなるコスト増が見込まれる。

将来コストの見込み

受益者負担の適正度

業務委託による点検や清掃、防犯カメラの借上げなどを行い、良好な保育環境を提供することができた。
また、雨漏りや突発的な修繕に対しては、優先順位をつけ計画的に修繕を行うことで適切な施設の維持管理に努めた。

事業の評価（Check：見直し）

評価の視点 評価内容の説明

必
要
性

社会的なニーズ

より良好な環境で保育を行うため、建物や設備などの点検や清掃は必要不可欠であり、公
立保育所であることから市が実施すべき事業である。

委託化の可能性 なし

市が実施すべき妥
当性

委託可能な範囲

民間との連携 他市事例

成
果

－ R2年度 R3年度 R4年度 達成度

成果指標
の説明

法定点検や用地の借上など、保育所を運営していくうえで必要な事
業であり、定量的に指標を定めるものではないため。

事業費が増減した理由 光熱水費の値上げによる。

④一般財源 100,532,884 99,260,000 36,162,759 47,880,000

合計B（①～④） 100,532,884

事
業
費
等

人件費

①常勤職員 1.3 10,707,000

②市債

8,774,000

②会計年度任用職員 0

③その他の財源 8,230,000 80,194,221

①国・県支出金

107,490,000 116,356,980

8,774,000

事業内容
保育所の安全確保と保育環境の向上を図るため、効果的な施設管理に努める。
また、緊急の修繕や年次計画的修繕を実施し、快適な保育環境の充実を図る。

事業の実施（Do：実施）
令和３年度　決算

合計A（①＋②） 1.3 10,707,000 1.3 10,578,000 1.1

1.3 10,578,000 1.1
人工 人件費 人工 人件費 人工

0 0 0

令和４年度　当初予算　 令和４年度　決算 令和５年度　当初予算
人工 人件費人件費

事業費
内訳

総事業費合計（A+B） 111,239,884 118,068,000 125,130,980

1.1 8,774,000

67,600,000

8,774,000

115,480,000

1.1

124,254,000

事業開始年度

事業名 保育所管理事業
事業の

実施方法
直接実施及び業務委託

事業の分類① 法令等に基づき義務付けられている事務

事業の分類② 建設整備

令和５年度事務事業評価（事後評価）
(令和４年度実施事業) 課

コード 0906

事業終期年度

根拠法令 １ 越谷市立保育所設置及び管理条例　２ 児童福祉法　３ 児童福祉法　４ 建築基準法　５ 消防法　６ 浄化槽法、等

事業
番号 02

事業の概要（Plan:計画）

子ども家庭部 保育施設課 植竹 内2924


